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			◇飛鳥の仏教より平安仏教へ

			　飛鳥朝の仏教とは、西暦六〇〇年頃の大化の改新から後、六十年間の仏教のことをいいます。

			　その六十年間の仏教は、法華経、維摩経、勝髪経等の三経を中心とする聖徳太子の仏教の延長でありました。仏教とはいっても、学派でもなく宗派とも言われない、いわば、宗派・学派未分の仏教でありました。

			　しかし、この聖徳太子の仏教は、仏教教義を中心とした仏教でありました。飛鳥朝時代に入ると、中国の南北朝を経由したインドの学派的仏教が伝来することになりました。しかしそこには、まだ学派仏教の対立はなかったのであります。

			◇奈良朝の仏教

			　日本の仏教史上で、宗派の別を認めて、これを公称するようになったのは、奈良時代から始まります。

			　三論・法相・倶舎・華厳・律・唯識の六つでありますが、それは、始めから六宗ではなく、続日本記八とか、大織冠鎌足伝とか、群書類従第六十四とかによれば、始め、まず五宗が数えられ、天平八年（七三六）から、同十二年頃までに、華厳が伝わったものとされています。

			　その他、天台・浄土・涅槃等の諸宗の教学も幾分行われていましたが、公認されたものではありませんでした。

			◇六宗は宗派ではなかった

			　その六宗とはいっても、今日のような宗派を意味するものではなく、宗というのは、仏教の教義の学科を意味し、徳行とかいう意味で、六学行つまり、六つの学ぶべき道とか、六徳行、即ち六つの徳を積む道とかいうような意味でありました。

			　従って、宗派意識や宗派組織などはなく、人も寺も兼学兼住であって、それはあたかも、今日の学校のようなものであり、お互いに対立したり、固定したりしたものではありませんでした。つまり、奈良に在住していた一切の諸大寺と、そこに住んでいた全ての人々と、そこに一緒に研究し、共学していた六宗の学問とが相寄って、大きな教団を形づくっていたもので、これが、正しく奈良時代の仏教であったのであります。

			　こうして、奈良仏教は、鑑真の来朝以来、六宗はあっても、それは、学科であって、以後、僧侶の授戒のために建てられた、所謂、天下の三戒壇は、諸大寺六宗より選ばれた、授戒の師と同一戒壇を、中心とした教団を形成し、その間に宗派の対立独立とか、社会的区別はなかったのであります。

			◇平安仏教は宗派の始め

			　平安仏教といわれる京都の伝教大師最澄の掲（かか）げられた天台は、天台法華の一向大乗教であると共に一向大乗寺といって、僧も一向大乗僧を理想としたもので、「四条式」などにみるように、今日のような宗派の意味を明らかにしたもので、弘法大師空海もまた、これにならって、顕教と密教の二教を区別し、真言だけの宣揚に務めたのであります。こうして天台も真言もともに、他宗の僧も教学も、雑居を禁止するようになったことこそ、今日のような宗派意識のはじまりでありました。

			◇新天台宗と法相との諍論

			　伝教大師の新天台宗が起きると、奈良仏教の法相の徳一はこれを反論し、また、伝教大師は「守護国界章」「法華秀句」その他著述をもって、所謂三・一権実論争（仏教はつまり三乗が本当であるか、または一乗が本当であるかという）に始まり、法相と天台真言、華厳と天台、天台と真言、法相と三論等々新旧の宗派、互いに論争し、以後、約半世紀の問、一時に混戦乱闘の時代が長く続きました。このように諸宗がお互いに長い間、論争しあった結果、たとえていえば、「お山の大将我独り、後から来るものつきおとせ」というように、自賛毀他の弊害は、極に達し、その結果また悪いことは、各自は自宗の立場から、他宗に価値批判を加えることが、自宗の価値を高めるかのように錯覚したのでありました。

			　こうして、自宗という悪い自覚が強まるや、やがて諸宗分裂、再分裂をくり返し、宗派的根情は、以後の仏教の悪弊として、今日まで、諸仏教、教団間に、継承され続けて来たのであります。

			　このことが日本仏教史上、今日に至るまで、激しい自賛毀他のこりかたまりのような、仏教を形成し、あたかも仏教の本質であり、本来であるが如き観を現わすに至った元凶といえるのであります。つまり、いかなる仏教教団も大きくなれば分裂するものだという考え方が広く流れていますが、このことは大きな誤りであって、自賛毀他が自宗の価値を高めるという意識が教団分裂の根本原因であります。

			　これは仏教全体として、誠に悲しむべきことであります。このように悪い意味の宗派意識を離脱して、仏教本来に帰るべき時が、来たる二十一世紀へ向かっての新しい仏教の方向であるというべきであります。

			◇日蓮大聖人は無宗派一本寺の先駆者

			　以下に現代新訳をしました日蓮大聖人御文「楅谷（くわがやつ）妙密上人並女房殿御返事」の中の「日蓮は何れの宗の元祖でもなく、また末流でもありません」というお言葉に、この鋭い平安朝時代の日本天台以来の悪い宗派意識の御批判が明らかに示されているのであります。

			　しかるに、平安仏教以来、長年月の間、知らず知らずの内に、つちかわれて、次第に悪化して、明治維新を経て、現代におよんだ大方の仏教は、この悪い宗派意識の坩堝（るつぼ）、蛸壷の中にはまりこんで、そこから抜け出る意識も、そして、気力すら失ったのです。このようなことは、全く百害あって一理もないことでありまして、遂には　真実の本尊の命すら、宗派意識の中に、叩き込んで、それが本当の信心のように思いこんでいるような言葉をよく耳にします。

			　こんなことで大聖人の仏教が二十一世紀を導く宗教などといえるでしょうか、大いに疑問を持たないわけにはいきません。到底これでは未来を導く宗教などとは言うことは出来ないのであります。

			　これは私共、仏教を護るものにとっては良く反省すべきことだと思います。しかも、この時、世界情勢は、主権在民の思想が次第に拡大して、一大潮流となりはじめていました。日本においても鎌倉時代には、既に武家政治の時代となり、本当の意味の国立戒壇は言うべくして、実行不可能な時代になっていました。大聖人は三大秘法鈔に戒壇建立の理想を掲（かか）げられました。しかし、次いで日本は世界二度の大戦を迎え、事実上の主権在民の時代が到来しています。

			　国家の総力を挙げての国立戒壇は、事実上困難な時代と言えるのであります。一宗を挙げての信仰的理想としては、正しいことではあると言えますが、より広い視野に立っての戒壇は、まずその第一歩として、全世界の人々の心の深層に妙法蓮華経の戒壇を建立する精進波羅蜜に専念することによって、世界を一丸とする戒壇は建立されなければならないと思います。

			◇戒壇ということ

			　戒壇は戒を受ける式場のことであります。仏の在世には初め楼至比丘が祇園精舎に立てたといわれます。中国では大乗、小乗等様々の戒壇が建てられたようで、その時の帝王の勅令により立てられたものも様々ありましたが、全ては全国家的といわれるようなものではなかったのであります。

			　日本では鑑真が到来して東大寺に設けたのがはじまりで、次いで　薬師寺、観音寺ともに天下の三戒壇と言われましたが、全て、小乗の戒壇でありました。比叡山は、弘仁十三年伝教大師の志をついで、二祖義真の時、伝教大師滅後三、四年後のことでありまして、これは法華経の迹門を中心とする、戒壇でありましたが、国家の総力をあげて建立したというものではなく、日本天台一宗の建立であったのであります。

			　以下日蓮大聖人の御文、現代新訳「妙密上人並女房殿御返事」をお読み戴いて、精進波羅蜜の修行を進めようではありませんか、精進波羅蜜とは、釈迦の在世の法華経でもあり、また、迹門の最後ともいうことが出来る、平安朝仏教の悪害である、教団分裂の元凶とも言える自賛毀他の宗派的意識を、全て洗い流して、法華本門の末法出現の大聖人の真の妙法の弘布を励むことでありまして、只やみくもに折伏だとか、罰だとか言って叫び続け、りきむことではなくて、現代に適応した真実の妙法を教え続けることであります。

			　誠の行いを根気よく積み重ねることです。お互いに努力して、御報恩の一分を捧げましょう。

			

			二、妙密上人並女房殿御返事に見る無宗派一本寺ということ

			

			◇日本に仏教が渡った始めは聖徳太子の時

			　さて日本に、仏法が渡ったのは、天神七代（一、くにとこたち　二、くにさつち　三、とよしな　四、うちぢに・さちじに　五、おおとのじ・おおとのべ　六、おもだる・かしこね　七、いざなぎ・いざなみ。以上十一柱）、地神五代（一、天照大神　二、天のおしほみみ　三、ににぎ　四、ひこほほでみ　五、うがやふきあえず、も過ぎて、人王百年の五代となりましたが、その人王のはじめは、神武天皇といわれています。この神武天皇から数えて、第三十代目にあたる欽明天皇の時代に、百済国（くだらこく）から、お経と教主釈尊の御像と僧尼が渡って来ました。

			　その後、用明天皇の太子で、上宮と申された方が、仏の教経を読み初め、さらに、中国から、法華経を取り寄せられて、その註釈をつくり、大いに弘められました。

			◇三論、成実学派の伝来

			　それから、人王三十七代目の孝徳天皇の御代に、観勒（かんろく）僧正という人が、三韓の新羅国（しらぎこく）から三論学派と成実学派を、日本国に伝えました。

			◇法相、倶舎二学派の伝来

			　同じ孝徳天皇の御代に、中国から、道昭という僧が、法相学派と倶舎学派を伝えました。

			◇華厳学派の伝来

			　同じ御代に審詳（しんじょう）大徳が、華厳学派を伝えました。人王四十四代、元正天皇の御代に、インドの高僧善無畏三蔵が大日経を日本国に伝えました。

			◇律学派と天台三大部の伝来

			　第四十五代、聖武天皇の御代に、鑑真和尚が中国から日本に戒律学派を伝えました。次いで天台学の玄義、文句、円頓止観、浄名の疏を伝えました。しかし、まだ、真言宗と法華宗というような宗派は弘められませんでした。

			◇天台・真言二宗の成立

			　人皇五十代、桓武天皇の御代に、伝教大師と尊称された方が、まだ、最澄といった小僧の時代、つまり、中国へ渡る前に、真言と天台の書籍を十五年間、独りで研究され、その後、延暦二十三年七月に中国に渡り、翌年の六月帰国しました。そして、この教学を奈良七大寺の学者達数十人に伝えたのです。

			◇日本国にまだ法華経をすすめた人なし

			　伝教大師が、天台と真言の二つの教学を講義されてから、現在まで、約四百余年になり、まだ、その始めから見て、日本に仏教がわたってから、約七百余年になります。

			　その間に、あるものは、弥陀の名号、または、大日の名号とか釈迦仏の名号とかを、唱えなさいと、多くの人々に教え進められた人々はいましたが、まだ、法華経の題目を南無妙法蓮華経と唱えるように、すすめた人はありませんでした。

			◇インド、中国にも、正法を弘めた人はいない

			　日本ばかりでなく、インドでも、釈尊の滅後、一千年の間に、迦葉・阿難・馬鳴・竜樹・無著・天親等の大論師が出て、仏法をインド全体に弘めたし、また、中国に仏法が伝わってから数百年の間に、迦葉摩騰（かしょうまとう）・竺法欄・羅什三蔵・南岳・天台・妙楽等が、経文を註釈したり、講義をしたりしましたが、まだ、法華経の題目を、弥陀の名号を唱えるように、すすめた人はありませんでした。ただ、自分ひとりで唱えるとか、経文を講義するとき、講師だけが唱えるくらいのものでありました。八宗、九宗とその教義は、まちまちであっても、その大方は、弥陀の名号を唱え、また、観音の名号とか、釈迦仏の名号、大日如来や薬師如来の名号などを唱えられた高祖、先徳はありましたけれども、どういうわけか、仏の一代の教えの中で、一番大切な肝心の法華経の題目を唱えるものは一人もありませんでした。

			　その理由はどうしてであろうかと考えて見ると、譬えを取って説明すれば、ここに名医がいて、病が起きる根源や、薬の良い悪いははっきり解っていても、やたらに、大切な薬を使わないで、その病に応じて適当に調合して与えるようなものでありましょう。仏の入滅後、正像の二千年間は、煩悩の病が軽かったので、仏が一代の間で最良の良薬である法華経の五字の題目を勧めなかったのでしょう。仏の教えによれば、現今は、正しく末法の時代になっています。従って人々の煩悩の重病が重なっているため、阿弥陀仏や、大日如来や、インドに生まれて、仏のさとりを得られた始成の釈迦仏等の軽い薬では、とうてい治療することは困難でありました。それは、丁度、空気の爽やかな秋でないと、光りは冴えて輝やかないように、美しい花は、春でなければ、咲かないように、すべてのことわりは、時によってあらわれるようなものであります。ですから、正像二千年は、法華経の題目の弘まる時に当たっていなかったのでしょう。

			　また、よく考えてみると、仏の教えを弘めるものは、仏のお使いでありますから、弟子達が、仏から護り受ける法門は、それぞれ違っています。正法千年の間に、出現された人たちは、大体は、小乗とか、おなじ法華経でも、迹門などの枝葉に当たる部分の法門を護り受けた人々でありまして、まだ、法華経の本門の肝心である題目を護られた上行菩薩は出現されませんでした。

			　ところが、この上行菩薩は、末法の世に現れて、妙法蓮華経の五字を、世界の多くの国々の人々に弘められるということになっています。その例をあげると、現在、日本国中に阿弥陀の名号が弘まっているように、法華経の題目が弘まるというのです。

			◇日蓮は何れの元祖でもなく、また、末流でもない

			　ところが、今、日蓮は、何宗の元祖でもなく、またその末流でもありません。仏法で一般に説かれている釈迦仏の説かれた戒を受けて、これを身・口・意三業に堅く持って、犯さないというような持戒とか、破戒といわれるようなものでもなく、釈迦仏の教えられた戒などはまったくうけてはおりません。また一般世の中で言われている仏法の教学に練達した有智のものとか、練達していない無智のものというようなものにも当たらない牛や羊に似たようなものであります。

			　それが、どうして今、私、日蓮は、上行菩薩が現れて弘められるのであると、仏がお説きになっていた妙法蓮華経の五字を、どうして、その上行菩薩に先立つように、また、寝言のように、善いことか、悪いことかも、自分にも充分に納得できないような状態のままで唱え始めたのです。

			　しかも、どうして、これを、体験し、色読することになったのか、自分でさえも、よく納得出来ないのですから、他人が理解できる筈はないでしょう。

			◇法華経を受持することは非常にむずかしい

			　しかし、法華経を開いてみますと、仏に近い、等覚の位の人ともいわれるような高徳な文殊・弥勒・観音・普賢等の諸菩薩でさえも、法華経の一偈とか一句だけでさえ、本当に自分の身に当てて、色読（しきどく）するというような体験をされたとは、定められてはおりません。

			　それは宇宙本源の妙の法則と、それを覚智された法の世界の仏である、常寂光土の第一義諦といわれる、境智冥合の妙理の本体である仏のみが、真実の体験をされているのであります。

			　とうてい、これらの諸菩薩等が身に当てて色読するなどということはできないと、仏は法華経の方便品の始めに説かれています。

			　華厳経は、最初に説かれた大乗円満のお経でありますが、法慧・功徳林・金剛憧・金剛蔵等四菩薩に説かれたお経であります。

			　また、般若経は、華厳経ほどではありませんが、そのお説法の時に、差し当たっては、大乗の教えさえも、須菩提が仏に代わって説いています。

			　ところが、法華経だけは、法身・報身・応身、の三身が非一非異、三即一、一即三といわれるように、円満に互具満足した覚りの智慧を悟得された釈尊御自身によって説かれている真実の「妙」なる金言であります。

			　ですから、普賢、文殊等の菩薩方さえ、一句一偈も身に体験されたとは言われなかったのであります。

			　まして、末代の衆生は一字でも二字でも、自分に体験、色読することは困難であります。

			◇各宗の日蓮の先輩とも思われる人々は一人も法華経を読誦した人はあっても身をもって体験した人はない

			　日蓮の先輩とも思われる諸宗の元祖達が、ただ、法華経を声を出して読めば、その人々の弟子達は、私たちのお師匠さまは、法華の真実の精神を悟得しておられるものと思いこんでいたのでしょう。しかし、所詮は、これらの諸宗の先輩を、日蓮の立場から見れば、次のように考えられるのです。

			　慈恩大師は、深密経や、唯識論の精神（心）で法華経を声を出して読み、嘉祥大師は、般若経や中論の精神（心）で法華経を声を出して読まれたとしか思われません。またまた、杜順や法蔵等は、華厳経や十住毘娑婆論を師と心得た上で、法華経を声を出して読み、善無畏・金剛智・不空等の人々は大日経を師匠と思って法華経を声を出して読まれたのです。これらの諸宗の先輩とも言われる人々は、銘々に、法華経を読んだと思われているでしょうが、日蓮が法華経を色読したことと考えあわせて見ると、まだ、法華経の一偈も一句さえも色読された先輩は一人もないと思っています。

			　所詮は、法華経を、日蓮が体験したように、本当に色読された諸宗の先輩は今までに、一人もなかったと思っているのです。

			　伝教大師は、その昔、法華秀句十勝抄の中の仏説諸経校量勝の下で、このような法華経の読み方は、「法華経を声を出して讃仰したり、たたえたりしながら、かえって、反対に、法華経の真実の生命を殺すようなことをしているのである」と説きあかされています。これを例をとって見れば、インドで仏教の精神を本当にわきまえない外道が、たまたま、仏のお経を読んだとしても、外道の精神でしか読まないし、これは、また立場の変わった例ですが、蝙蝠（こうもり）が昼を夜と思って飛び出したり、赤い顔のものが、白い鏡を赤いと思い、細長い刀に顔を映してみて、丸い顔を、細長い顔だと思い込むようなものであります。

			◇日蓮はどの諸宗の先輩の言葉にも従ってはいない

			　このように、各宗の日蓮の先輩とも思われるような人々が、みな、只、自分の考えだけに固執して、仏のお経を声を出して読んでいますから、本当の釈迦仏のお心を、間違って誤解し、法華経の根本精神を殺してしまったのに反して、今、日蓮は、釈迦仏のお説きになった法華経の法師品に説かれている「已（すで）に説いた経、今、説いている経、これから未来に説くであろうところの全ての諸経の中で、この法華経が、最も第一の仏の真の心を説かれた経である」と教えられたお言葉を守って、どの諸宗の先輩の言葉にも従わず、また、自分勝手に、一宗の元祖であるなどというようなことも主張せずに、仏の教え通りに、自分も唱え、また、他の人々にも、本当の法華経の読み方を教え続けています。

			　諸宗の元祖でもなく末流でもない、それで前のところで書きましたように「日蓮は、これから先にも、何れの宗の元祖にもならず、また、今、何れの宗の末流でもない」と申したいのです。今の日蓮の心持ちを譬えを取ってみれば、丁度、麻の一杯に生長している中に、たった一本だけ育っている蓬　（よもぎ）にも似ていますし、曲がりくねった木をけずった板でも、これに墨を打って線を真っ直ぐに引いて切断すれば、木、自体はどんなに曲がりくねっていても、全く、真っ直ぐな板になるようなものです。

			　今、この譬え話のように、私、日蓮は、お経のお説きになっている通りに素直に、只、声を出して読んだだけではなく、体験し、色読して読んでいるのですから、私は少しも曲がっているとは思いません。

			　ですから、このところをよくよく理解して戴く必要があるのです。今、私は、釈迦仏の本当の精神をお説きになった法華経の肝心、南無妙法蓮華経を、私たちが信じて唱えられるような境涯になれるのは、我が心の中に仏が、お住まいになって戴いていることを信じなければ、この経を本当に唱えられる筈がないということを心の底深く銘記して、題目を唱えることが大切であると申しているのです。

			◇日蓮は、今、諸宗の先輩の未だ弘めなかった仏の教えを色読している、諸宗の経を弘めるのではなく独自の道をあゆんでいる

			　そもそも、私の心からすれば、教主釈尊は世界第一の聖人であり、また、天台、伝教両大師は、聖人とか賢人にも近い人であります。馬鳴（めみょう）・竜樹・無著（むちゃく）・天親・また、老子・孔子等の人々は、小乗とか権大乗、また、外道の聖人賢人とは言われますが、法華経の聖賢とは言われません。しかし、今、日蓮は、聖人でも、賢人でもなく、インドの釈迦仏の制せられた持戒のものでもなく、無戒でもなく、有智無智といわれるものには当たりませんが、仏の予言された仏滅後二千二百二十余年の頃に生まれて、近くは、日本、遠くは、インドや中国の諸宗の人と、一般に言われている人々が、未だ、一度も、体験、色読をされない前に、二千余年間経過している間に、南無妙法蓮華経と高声に唱え出して、法華経の勧持品の予言の通りに法華経の故に罵られたり、打たれたり、傷を受けたり、流罪には、前と後に二度、一度は死罪にまで判定されましたし、その外の大難といえば数知れず、という状態が続き通しました。

			　これを、譬えをもって言えば、器物一杯にはった熱湯の中につけこまれた大豆のようなものであり、ほんの少ししかない水の中に、投げこまれた大魚のような苦しみが続き通しでありました。ですから、同じ仏法を弘めたとは言っても、法華経の心も知らず、その色読もないまま、さも読んだような顔をしている諸宗の人々の末流であるとか、その人々の後継者が尊敬されると同じように、肩を並べて何宗の元祖だなどとか、この後々も言われたくないというのが、私、日蓮の本音であります。

			◇法華経には日蓮は上行の再誕である意が説かれている

			　そのように言っても、今の人も、後々の人々も、法華経を本当に信じているということは、それほど、簡単なものだとか、優しいなどとは、中々、申せません。　法華経には「釈迦仏の在世の時でさえも、本当に仏の教えを信じられないで、仏をうらんだり、妬むものが沢山ありました。まして、仏の滅後は、なおさらであります」と書かれていますし、また、別のところでは、「世の中の人々は、仏の教えを聞いても、中々信じる者は少なく、かえってうらんだりするようなものが多い」と説かれています。また、「無智の人々が多くて、悪口を言ったり、ののしったりするものがある」とも書かれています。また、「刀で切り、杖で打ち、石や瓦を投げつける」とも、また、「二度三度、追い出される」などとも説かれています。

			　このような経文は、私、日蓮が、日本の国に生まれなかったならば、只、仏がそのようにお説きになっただけで、実際には、全く事実無根のお言葉であったでありましょう。

			　それをもって説明すれば、花が咲いても果実が実らず、雷がなっても、雨が降らないようなもので、仏がどれほど後世のことを説かれておかれたとしても、全く、あてにならないことであり、いくら正しいお経だからと言っても、事実のともわないことが入り混じってしまった、あまり信用できないようなお言葉になってしまったのでしょう。

			　お経文を読んで、このように、さまざまと考え合わせて見ると、私、日蓮は、仏の教えをお助けしたいということでは、天台大師や、伝教大師のような方々に、肩を並べる聖人にも近いような立場に立っているし、老子や孔子のような賢人達よりも勝れているようにも思えるのです。

			　日蓮は、日本国の中で、南無妙法蓮華経と唱え出した、たった一人でありますが、これは世界一の山の最初の一粒とか、大洋の中の一滴のようなもので、やがては、日蓮に続いて二人・三人・十人・百人と次第に増え続けて、一国や二国ばかりでなく、日本の六十六箇国から、壱岐、対馬までも弘まって行くことを心から願うものです。

			　そうなれば、今まであなどった人々も、法華経の題目を唱えるでしょうし、国の上位の人から、一般庶民まで、神力品に説かれているように、一同に声を合わせて南無妙法蓮華経と唱えることもあるでしょう。

			　風が吹き止まなければ、木が動き続けるでしょうし、時間が経過すれば、春が来るなといっても、春はやって来るのは、自然の法則であるように、題目を唱える人々も増えて行くでありましょう。

			　日本国中の人々が、法華経は、尊い教えで有難いが、日蓮は憎いから、南無妙法蓮華経などとは唱えないなどと言っても、一度ばかりでなく、二度も大蒙古の軍隊が攻め寄せてきて、壱岐、対馬のように、男は討ち殺され、女は無理に捕らえられ、さらに、京都や、鎌倉まで攻め込んで、国王や大臣、文武百官を縛りあげて、牛馬のように強く責めあげられれば、争って南無妙法蓮華経と唱えるようになるでありましょう。

			　法華経の第五の巻で、日蓮の顔を幾度も打たれたことは、何とも思わないばかりか、かえって、不軽品に説かれてある通りに、我が身が責められることは、経文の通りに、我が身に当てはまっていることを思えば、こんな尊いことはないと心深く思われたことでした。

			　しかし、また、他方から考えて見ると、仏に法華経の教えを受けて救われた御恩に報いるために、末代の法華経の行者を、悪人から守り通すと仏前で誓いを立てられた大梵天王や帝釈天、日天、月天、四天王などは、法華経の行者が、このようなむごい仕打ちを受けているのを見て、どんなにか残念に思われていることでしょう。この悪人達に、天罰も当たらないのは、こんな事は、まだ、大したことではないから、最初から最後まで、一まとめにして、その身を滅ぼした上、さらに死後は、悪道に落そうと相談されていられるのでありましょう。

			　これは、日蓮が悪いせいではなくて、諸天善神等が、誤った教えを固執する法師達を矯（た）め直されんがために、このような大きな禍（わざわい）を自分達の上に招来されようとしているのであると考えるべきであります。

			◇まことの供養の功徳の尊さを思い、本当の信心を勧めることが大切です

			　これらのことを考え合わせると、常々、五貫文の御供養をなさるご厚志は、本当に、この国に法華経が弘まって欲しいと願われている深いお心を持たれているということが、心深く思われます　もし、国中の人々が、一人、二人、千人、億人と、本当の題目を唱えるようになれば、知らない間に、その功徳は、楅谷（くわがやつ）の妙密上人御夫妻の上に集まることでしょう。

			　それは、丁度、始めに申したように、露の一滴が大海となり、微塵を集め、須弥の山となるにも似ています。

			　法華経陀羅尼品には、十羅刹女が、法華経の題目を身をもって唱えまもるものを、守護されるとありますから、貴殿御夫妻を、母が子を思うように、まだら牛が自分の尾を大切にするようにまもられることでしょう。

			　もっと細かに申し上げたいと思いますが、暇のないのにまかせて、とどめます。貴殿から御家内にもくれぐれも詳しくお伝えください。金（こがね）は焼けば、益々良い色となり、剣は研げはいよいよ切れ味が良くなるものです。

			　法華経の一部八巻は、根本の大切な道理を説く箇所は沢山ありませんが、褒め讃える言葉は、沢山あります。このように、法華経の題目は讃歎するほど功徳は益々深くなると心得てください。〔終〕
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